





























行される。寛政（一七八九―一八〇一）に入ると、 『つれ〳〵睟か川』は再印される。四 摺られた『つれ〳〵睟か川』はやはり人気を得たのだろう、八年には新作『養漢裸百貫』を発表。翌九年、『つれ〳〵睟か川』再々印、 『養漢裸百貫』再印。これ以後も、定雅は遊里を題材とした著作を発表する。さ に、文化期（一八〇四―一八一八）には他の洒落本に序を寄せたり、 文中で『つれ〳〵睟か川』や定雅に触れる洒落本も現れたりするなど、この頃定雅が遊里や睟に関連する分野で一定の地位にあったことがうかがわれる。　
本稿では、戯作者としての活躍の足掛かりとなった『つれ〳〵睟
か川』を取り上げ、 は「睟」をどのよ に表現し のか明らか







述のように本作には『曾古左賀志』の影響が確認される 、 『曾古左賀志』もまた『当世花街談義』の流れを汲む色談義ものである。色里での遊び方、風俗を描写し、粋論を展開する。明和末以降、上方で復活、流行した色談義ものにふさわしく、 『つれ〳〵睟か川』もまた半紙本型で刊行された。五巻五冊。天明三年
卯正月大坂塩屋





　に「徒然睟か川」 （巻一） 、 「つれ〳〵睟か川」 （巻二） 、 「つ














明五年に刊行された『当世まゝの川』は、その題簽に「 〈睟ヶ川後編〉真〃の川」というが、こちらの著者は「 川子」 （序） 。享和四年刊『 〈当世〉嘘の川』の「粋川士とやら自序」によれば、 「それ粋か川てふむだ書をものせしもはや廿余年の星霜をへたり」とあり、これら一連の作が同じ著者によってなったも と知られる。　
なお『つれ〳〵睟か川』が刊行されたのと同じ




















序 粋が川の翁」 、 自序 「粋川子」 。 後言 「自ら粋川子と唱え、世の人粋仙人と称する入道あり」序 「粋 初編序「翠川子」 、内題下「洛東翠川子著」 、 叙 「翠川子」序 「粋川士事翠川士述」 、奥付の 『古今馬歌集』 広告にも 「翠川士著」見返し 「洛東翠川士著」 、 序 「翠川士序」古今馬歌集之大意末「粋川事
　
翠川士
著」 、序「中にも比翠川士」 、跋「著粋川一部」 序「文化元年きのへ子の中元の日／洛の粋川士述」本文が始まる直前に「粋
すいせんし
川士」 、甲子之
陽春 通士ミルトウル序。序 「筆をとりしは粋川子也」 、自序 「粋川士とやら自序」 、跋「粋川子之篇成也」 、奥付「作者
　
洛東粋川子」 。享和第四甲
















た最初の戯作において 「兼好」 を思わせる 「えんかう」 、 字は 〔①艶好〕をあてた。同年の次作では『つれ〳〵睟か川』の人気を反映させ且つ前号と音が同じである〔
①（睟川舎）猿猴〕となる。二年後、
『つれ〳〵睟か川』の後編を出すときには〔②睟川子〕となり、寛政期には「睟」 「粋」が併用され始めて〔③粋川子〕の号が現れる。享和四年（文化元年） 、今度は「子」 「士」が併用されるようになり春頃より〔④粋川士〕という表記が出てくる。翌文化二年には「すい」の字が変わり〔⑤翠川士〕が用いられるようになったが、文政になり、再び「粋」の字を用いるようになり、③・④の併用〔⑥粋川子／粋川士〕になった。　
これを参考にすれば、たとえば刊年不明の 戯作、 「され発句」
をまとめた『洒落文台』のような作品の成立時期もおおかた見当が付けられる。 『洒落文台』は本文の始まる二丁表頭に「粋川士述とあり、 「粋川士」の号でなされたも 。 「粋川士」 号を いていたのは、前掲の表に拠れば、享和四年（ 化元年） 、そして暫く後の文政三年頃、⑥ 併用期である。 『洒落 台』の序文には「彼先達て出した仕方俳諧外国通唱のことく」とあ 、 『しかた俳諧』 （天明三年） 、 『外国通唱』 （享和四年）の流れを組んだ 風にあることをあわせて考えれば、 『洒落文台』 成立は 文政期 りも『外国通唱』の出された直後、即ち享和四年春から文化二年頃と捉えるが妥当であろう。　
また『つれ〳〵睟か川』について、浅野三平氏
７は「もともとこ





























跋文は「あめあきらけきみつの春」 、 即ち天明三年春、 非我による。









	 ②〉と表すこととする） 。 『つれ〳〵睟か川』全体では、一四









引用された段を徒然草掲載の順に戻すと、 序 ・ 一 ・ 二 ・ 三 ・ 七 ・ 八 ・ 九 ・














































「総て睟といふものは」 睟とは。「筆をとりて 納涼の日の茶屋。 紋日のげなり遊び。 生き金と死に金。「女のなき世なりせば」 みてくれ。 町かたの小息子の行末。「月見るにこそ 人の好みは様々。 幇間について。「何事もふるきよのみそ」 昔の方が風情があった。 言葉遣い。「花はさかりに 男女の間では、気ままになりすぎず、少し物に背いたようにするのがよい。「人 心迷はすこと」 妓の実には注意すること。「芸子は声のめでたからんと」 茶屋 （芸子） と付き合っていくのに必要な費用。「建仁寺の陀羅尼」 茶屋に長居すべきではない。「よろづ 否味うすくても」 茶屋遊びが下手な客、 金払いの悪い客について。「今ひときは」 京の遊女の一年。「飛鳥川 淵瀬」 無常 白人の行末。 貧家の出の女が遊女として出世し、 身請けされるまで。「先祖の政をも忘れ」京を舞台に若い男が茶屋 びに塡まり、終には身を持ち崩す次第。「つれ〳〵なるまゝに」 様々 色事の形。 睟、 睟客とは。
内容











は主に一〇七段を用いて書 れており 五段が主要な典拠と 言えず、例外的である。その 不幸 愁に沈める人 」理想的な生き方を示す。さらに引用されな った段の内容を確かめると 六段は「わが身のやんごとなからんにも、まして数ならざらんにも、子といふものなくてありなん」 一〇 家居 つき〳〵しく」 。一一段は「神無月の比」 、山里で行き当たった風情ある庵が 実の付いた柑子の周りをしっかりと囲っているの 興ざめする話。一二段は「同じ心ならん人と」心おきなく気持 分かち合 ことの難しさ、そしてそのこ によってかえって孤独を感じ しまうとい 内容。一三段は「ひとり灯のもとに文をひろげて見ぬ世 人を友るぞ、こよなうなぐさむわざなる」 。一四段「和歌こそ、なほしきものなれ」 。一五段「いづくに あれ」旅 出ると目 覚める心地がする。一六段は「神楽こそ」神楽 扱 た段 一七段「山寺にかきこもりて」仏に仕えると心が清まるという話。一八段「人は己をつゞまやかにし おごらず、蓄財せず、世を貪らないのがよいという段。二〇段は「某とかやいひし世捨人の」という短文、二三段は「衰へたる末の世とはいへど」という宮中の話、二四段は「斎王の野宮におはしますありさまこそ　
つまり、引用されなかった段は、求道的精神が示された段、宮中
や斎宮を扱った段、さらに教養など取り扱う話題が限定的で広がり
をみせない段である。即ち、徒然草の教誡的側面が色濃く示された段と言える。対して採用された段は、 色ごとや男女を取り上げた段、月花などあはれを描いた段、無常を題材とした段となっている。こちらは徒然草の情味豊かな段、言ってみれば粋にも通じる姿 描かれた段であった。定雅は徒然草の序段から順番に引用しつつ、その内容によって取捨選択していったのではな ろうか。二六 からあと、一〇七段は男女、一三七段は月花、男女、あは や無常を扱っており こ までの選定基準から逸脱するものではない。ところが例外的なのが〈五
―
②〉に使われた一五七段「筆を執れば物書かれ」
で、この段はその内容から考えれば不採用となってしかるべきである。にも拘らず使用された 、冒頭 句によ か。 〈五
―
②〉





































睟は「心持」 問題であることを言う。しかも「 は心の持やうなれは。睟にならんとおもはゞ睟になられぬ事はあらし。 」 〈一
―
①〉
とも言っており、誰もが心がけ次 で 人となれる い そ 心持は 「和 （やはらか） 」 あ ことを重視する。 「やはらか」 の解釈は、茶屋を「心をやはらげ」るものというのから考えれば、温和であること、おだやかで気立てのよいこと、 の意であろう。さらに、 「何事にも私なく。人のためばか をお ひ。 」 〈五
―
③〉私心なく、気
配りできること。そして「男女 かぎらず親父 も。丁稚にも すかるゝといふが睟。なんほ女郎にすかれて 。かんしんの親父かれねは睟ではない。 心が はらかなば りで 。 道 そむけては。親父がすかぬ。忠孝は勿論世法の道をまもるが睟の奥意 〈五
―
③〉
と、色事だけでなく、忠孝の道を外れないこと、親を怒らせることなく、家を守る必要を説く。 「惣して女におもわるゝ斗を色好とはいはず。唯万人の心にもどかず。道にそむかぬをこそ睟とも。とも ふべけれ。 」 〈二
―
③〉 、 「もちは餅屋医者はいしや。みなそれ




































長居すべきではない。 「いかにおもしろきところなればとて 七日十日も 続けは。否な穴もみえすぎてあいその尽ることこそ多かべけれ。 」 〈三
―
①〉 。 「茶屋の初夜は宿の夜半と心得。はやう戻るこ
そうけよかるべけれ。さるを当世の生睟客は。早うかへらば跡の所覚束なしと。役にもたゝぬ推量悋気 」 〈同〉 、 「誠に色気はなれてなれば。随分速ういて早う戻つてやるが本睟。 」 〈四
―
①〉という。ま











あろふと待ている時は。いかずにゐ り 今夜は大 た来ざ まひと。おとし付て居る所へ風与往もをか 。腹の立事 まづはら立ぬがよし 知そむないことはしらねば ず。知てゐる はしらぬかほもよし。すこし物に背てゆくがおもしろきもの 」 〈四
―
①〉常に
周囲の人の心を読み、 少しその裏を行 ような人が睟客な であそれから、 「かの水上といふ所を所望 ての事 ば あたまからやめにすべし。大方 歌妓か鉄漿付の客といふと 三ツ子 身柱の灸すゑるやうにぞゝがみ立ていやかるも 其ぬるさを かへ みぬは。不睟とも。たはけとも」 〈三
―
②〉 とより細かな指示も見られる。














ありたき事は、まことしき文の道、作文、和歌、管絃の道、また有職に公事の方 人の鏡な んこそいみじかるべ れ。手など拙からず走りがき、声をかしくて拍子と 、いたましうするものから、下戸ならぬこそをのこはよけれ。 （徒然草・一段）








みな源氏物語・枕草子などにことふりにたれど、同じ事、また、今さらに言はじとにもあらず。 」という表現に基づいた箇所で あるが、定雅が八文字屋系の浮世草子、 『 〈当世〉曾古左賀志』 『風流睟談義』を読 、そして自分 作品が、これらと内容において似通っていること 十分に意識していたこと なる。そこで『つ 〳〵睟か川』と、名前の挙 った『 〈当世〉曾古左賀志』 （明和七年刊、以下 『曾古左賀志 ） 、 『風流睟談義』 （安永三年刊）
とを比較してみたい。
　『曾古左賀志』は、五巻五冊。やはり半紙本である。明和七年刊。酔石翁著。あるの男の生誕か 成長し、色里での遊びを覚え、結局身代を持ち崩す姿までを描く。最後の章はその筋から離れ 粋論が展開される。 『曾古左賀志』の成り立ちについ は、 『洒落本大成』補巻に詳しいが、手短 に言えば、最後の睟論 原作である『正夢後悔玉』 無く、書き足されたものである では『曾古左賀志』における粋とはどういったものであるか。やや長いが 引用してみよう。






認め得る。 『曾古左賀志』は一代記風に書かれており、この二作は構成こそ違うが、粋論の類似に加えて、表現や内容に いても『曾古左賀志』 の存在を思わずにはいられない箇所が 『つれ〳〵睟か川』にはある。 『曾古左賀志』第一では、一二、 三歳となった息子に対して、 「少しの芸も覚へさせ 人付逢も づかしからぬ様に」と考えるのは「親仁は若ひ時からか きのみにかゝり無芸なれば」 。一方、『つれ〳〵睟か川』では、色里狂いの息子をいさめるのは「文盲な親父」 〈一
―
②〉 。第三では『つれ〳〵睟か川』と同じく、徒然草五





















































何事も得と師にしたが て学ぶが睟の芸なり。くろとじこみならふて心持はしろとにてあるべそ。心もちがくろとで芸がしろとではゆかぬ事。覚てゐてもわすれてゐるが睟の印可 しつてしらぬ顔してゐる しらずに つた顔するとは。水玉となすびほどちがふ事。諸芸の事は何てもかやうにかたづけて 己がこのむ所を何 りともなすべ 。芸はいた といたらぬとに甲乙あれど。 成就して見れば何 芸も睟のたより なる物なり。小道といへどもかな ず見る所有といふ。
	
〈三之巻〉
かくのごとく、 『風流睟談義』と『つれ〳〵睟か川』との間に「睟」に関して 明確な共通点は、見当たらない。同じような点について説きながら、きれいに重ね合わせることは出来な のである。むしろ、 『風流睟談義』で描かれた睟から意識的に離れよう しているようにさえ感じられるの ある。もっとも『風流睟談義』の五之巻
湘北紀要　第 33 号　2012
四六














ち方次第で誰でも睟（人）になれるとハードルを下げ、読み手に親近感を抱かせるのだ。さらに、 した心がけ もと、茶屋で気をつけるべき点はどこにあるのか、芸妓との付き合い方はどうするべきなのかを仔細に、具体的に提示する。つまり本書は、読み物でもあり、 また花街での振る舞いを描いた実用書でもあり得たのであ 。そこで、本書がただ理想を無闇 並べ立てただけの本とならなかったのは、 （三） 視点が備わっていたからであ た えば〈四
―
②〉 、 「何事もふるきよのみそしたはしき」と徒然草の二二段をそまま引いて、歌や言葉について 論を展開するが、その際、 「芸子の義太夫ぶし語さまも。 いにしへはなき事にぞ。 」 いう そのほか、「けやけき替言葉いふにはまさりたれど。妓芸子の口から。失礼近晩なども。女の情にあらねばこれもいむべし。 」と誡めるの〈五
―
①〉では、 「見てくれ」を気にする客を穿った上で「されば見


















































龍草廬については、中野三敏氏「龍草廬」 （ 村幸彦編『近世 漢詩』
	 汲古書院
	 昭






たとえば安永三年序『ゑぼし桶』 （美角編）に収載された「山寒し折に一むれちる紅葉」 、同年序『片折』 （白居編） 載る「月の後霜にしつけし夜の秋」 、同年刊『幣ぶくろ』 「藤つゝし思へは夏の初メかな」などに始まり、同五 張瓢』 、同年成『写経 集』 、同年刊『続あけがらす』 、 『仏の座』 、六年序『仮日記』七年序 封の儘』 、天明元年序『浪速住』など、安永から天明にかけての諸集に収められた句が再録されている。
10	























『 〈当世〉 曾古左賀志』 、 『風流睟談義』 は、 それぞれ 『洒落本大成』 補巻、第六巻に翻刻されており、本稿での引用はそれによった。
15	
この点に関して、浅野氏は次のように書いておら る。 「ところがこのように「粋」を論ずるのも、 この作品より九年前の安永三年に、同じ上方 地で出板された「風流睟談議」の影響が極めて強いと言える。 」その上 『風流睟談義』における睟論のうち、付き合いがよいのが睟の第一、男 惚れられるのが睟という箇所を抜き出し、「前述の粋川子の 「粋」 とよく似通っている。 このようにして 「睟談義」が西村粋川子の若い頃に読まれて、 彼の 睟か川」を作る基礎となったことは疑いない。 」定雅が『風流睟談義』を読み、無意識だとしてもその影響から逃れられなかった あろうとは考えるが れまでの指摘の通り、作品上 直接的な影響は、やはり『風流睟談義』よりは『曾古左賀志』との類似において顕著だと言えよう。
16	
「定雅はみすや針の一族で相応な資産家であったが、遊蕩のため産を破り、中年知恩院門前に退隠して、俳諧と戯作と 口を糊す に至った。 」 （藤井紫影「西村定雅」 （ 『江戸文学研究』所収）
